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温
暖
化
で
浮
き
皮
が
増
加

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
進
展
に
伴
う
秋
期

の
高
温
や
多
雨
に
よ
り
、
温
州
ミ
カ
ン
で
は

秋
梢
の
発
生
や
発
根
、
着
色
遅
延
、
浮
き
皮

な
ど
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
お
り
、
果
実

品
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
数
年

は
、
１０
月
か
ら
Ｈ
月
に
か
け
て
の
気
温
が
高

ｔ
、
４
水
―ｌｔ
が
移
い
た
め
、
一■
Ｉ
つ
●
‐
に

な

っ
て

い
ま
す
。
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側

の
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界面活性剤入りのクレン トを 1回散布 した後。

白斑が薄い

(編集部注)ク レントを10a当たり100倍で5002
まいた場合の薬剤コス トは1000円強。なおアザ
ミウマベの効果は期待できない

クレン ト散布が青島温州の浮 き皮発生率に及ぼす影響
(平成23～ 25年 3カ 年平均)

クレント   クレント  クレフノン  無散布
100倍 ・1回 100倍・2回 100倍 ・1回

出

'布

時期は、 1回散布は着色初期のみ、 2回散布は着色初期 と
分オirう時

従来の炭酸カルシウム剤 (ク レフノン)散
布後のミカン。白斑が目立つ
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ミカンの浮き皮果。果皮と果肉の間に

空間がある

表 1 浮き皮対策に使える資材
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１
る
た
、
―――‐
搬
や
泄
果
時
ｒ
ｌ
ズ
が
付
き
や

す
く
な
り
、
腐
敗
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

軽
減
対
策
と
し
て
は
表
１
の
よ
う
な
様
々

な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

は
、
呆
皮
表
面
に
付
着
し
て
、
降
雨
や
朝
露

に
よ
り
呆
実
に
付

い
た
水
分
の
乾
燥
を
促
進

す
る
方
法
で
す
。
着
色
開
始
後
～
収
穫
直
前

に
散
布
で
き
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
資
材

（ク
レ
フ
ノ
ン
）
は
自
斑
が
残
り
や
す
く
、

外
観
が
悪
く
な
る
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
界
面
活
性
剤
が
入

っ
た
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
剤
の
ク
レ
ン
ト
が
開
発
さ
れ
、
現
在
普

及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
特
徴
と
効

果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

薄
く
付
着
、
白
斑
が
残
り
に
く
い

ク
レ
ン
ト
は
、
界
面
活
性
剤
入
り
の
炭
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
水
和
剤
で
、
従
来
の
ク
レ
フ
ノ

ン
と
同
様
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
粒
子
が
果
実

に
付
着
し
た
水
分
の
乾
燥
を
促
進
し
ま
す
。

ク
レ
フ
ノ
ン
に
比
べ
て
果
実
表
面
に
薄
く
均

一
に
付
着
し
や
す
い
た
め
、
自
斑
が
残
り
に

く
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写
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ぃ

呆
実
の
新
色
初
期
に
１
０
０
倍
で
散
布
す

る
こ
と
で
、
無
散
布
に
比
べ
て
浮
き
皮
の
発

生
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
浮
き
皮
軽
減
効
果

は
ク
レ
フ
ノ
ン
の
１
０
０
倍
１
回
散
布
と
同

等
で
す

（左
図
）
。
着
色
初
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着
色

５

０

５

０

５

０

５

０

浮
き
皮
発
生
率

（％
一

一
一鉤

写

キ

一●
・
・
‐
１
１
・■
卜
●

一一
■
丼
＝
■

一般名

6容性カルシウム

資材名

セルバインなど

散布時期

果実の生育期

(7～ 10月 )

収穫約3カ 月前
-45日前

効果

果皮の強化

ベレリン

ドロジャスモン

用
布
混
散
ジベレリン液斉1な ど

ジャスモメート)夜剤

果皮の老化抑制

エチクロゼー ト

炭酸カルシウム

フィガロン予し剤

1回 目 :

着色初期 (蛍尻期)

2回 目 :蛍 尻期の2週

間後、ただし収穫7

日前まで

クレフノン、クレント
着色初期 (収穫 1カ 月前)
～収穫直前

果皮の乾燥促進
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の
２
回
散
布
を
行
な
う
と
、
１
回
散
布
ょ
り

浮
き
皮
軽
減
効
果
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
自

斑
は
１
回
散
布
ょ
り
残
り
ゃ
す
く
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
着
色
期
の
気
温
ゃ
降
雨
等

の
気
象
条
件
に
よ
り
浮
き
皮
の
多
発
が
懸
念

さ
れ
る
場
合
に
２
回
日
の
散
布
を
行
な
う
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
植
調
登
録
上
、
果
実
の
着

色
初
期
か
ら
収
穫
直
前
ま
で
の
間
に
２
回
ま

で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（熊
本
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）

一日
焼
け
か
ら
ミ
ヵ
ン
を
ガ
ー
ド
・

●

一　
一
一大
分
県
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

近
年
、
温
暖
化
に
よ
る
気
温
の
上
昇
で
、

ミ
カ
ン
の
日
焼
け
果
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

ま
だ
研
究
途
中
だ
が
、
大
分
県
に
よ
る
と
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
果
実

へ
の
散
布
は
日
焼
け

果
を
減
ら
す
効
果
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う

こ
と

だ

。

―
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７，

，
ル

ー‐
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１

１‐
――

Ｈ
焼
け
果
が
多
か
っ
た
。
試
験
で
は
、
極
早

生
の
お
お
い
た
早
生
の
無
散
布
区
は
４５

・
４

％
、
じ
つ
に
半
分
近
く
の
果
実
で
日
焼
け
が

発
生
し
た
。
そ
れ
が
炭
酸
ヵ
ル
シ
ウ
ム
を
散

布
し
た
区
で
は
３６

・
３
％
ま
で
抑
ぇ
ら
れ
た

そ
う
だ

（２
割
減
）
。

試
験
に
使
用
し
た
の
は
、
水
に
混
ぜ
て
散

布
で
き
る
ホ
ヮ
ィ
ト
コ
ー
ト

（水
和
剤
）。

７
月
ド
句
に
１
０
０
倍
の
濃
度
で
樹
１
本
に

つ
き
６
～
７
ι
散
布
し
た
。
日
焼
け
果
が
減

つ
た
の
は
、
果
実
を
自
く
覆
う
こ
と
で
表
面

の
温
度
を
上
が
り
に
く
く
し
た
か
ら
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
出
荷
時
期
ま
で
果
実
に

汚
れ
が
残
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
倍
率
や

散
布
時
期
は
今
後
研
究
が
必
要
だ
と
い
ぅ
。

な
お
、
皿
ペ
ー
ジ
か
ら
の
記
事
に
あ
る
よ

う
に
、
ホ
ヮ
ィ
ト
コ
ー
ト
は
ぁ
く
ま
で
ァ
ザ

ミ
ウ
マ
対
策
の
農
薬
な
の
で
、
使
う
際
は
防

除
を
目
的
と
し
た
ぃ
。
そ
の
副
次
的
効
果
と

し
て

「
日
焼
け
果
対
策
効
果
が
あ
る
か
も
」

と
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
儡
鐵

黒
点
病
か
ら
も
ガ
．ト
ド

一　
．一

Ｆ
雌
県
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ト

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
見
え
て
き
た
炭
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
だ
が
、
な
ん
と
黒
点
病
に
も
予
防

効
畔
』
脚
罰
棒
い
に
胸
一
ピ

ン
タ
ー
は
、
土

着
天
敵
保
護
の
観
点
か
ら
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン

に
依
存
し
な
い
防
除
体
系
を
模
索
し
、
銅
剤
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鳳

―
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の
洲
―――
の
み
な
ら
ず
、
ホ
リ
ィ
ト
ロ

ー
ト
の
単
用
散
布
で
も
、
ジ
マ
ン
ダ

イ
セ
ン
と
同
等
の
防
除
効
果
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
そ
う
だ

（表
２
）
。

ホ
ワ
イ
ト
コ
ー
ト
を
散
布
し
た
果
』

実
は
、
無
処
理
と
比
べ
る
と
乾
燥
し

や
す
く
な
る
こ
と
が
ゎ
か

っ
て
い

る
。
黒
点
病
は
果
実
が

一
定
時
間
濡

れ
て
い
な
い
と
発
病
し
な
い
た
め
、

ホ
ワ
イ
ト
コ
ー
ト
で
減
少
し
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
果

皮
表
面

ｐＨ
の
上
昇
も
関
係
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

た
だ
し
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
ホ

ｉ
品
Ｈ
司
Ｈ
＝

・
ｌ
Ｈ
Ｈ
＝
‐

二

リ
ー
ー
「
―
卜
は
プ
リ

、め
マ
対
策
で
サ
御

さ
れ
た
農
楽
で
ぁ
る
。
現
状
で
は
あ
く
ま
で

ア
ザ
ミ
ウ
マ
対
策
日
的
で
使
い
た
い
。
　
●
・

表 2 黒点病防除効果の比較 (青島温州 )

薬斉1名

コサイドDF(2000倍 )

十ホワイ トコー ト (25倍 )

ホワイ トコー ト (25倍 )

ジマンダイセン (600倍 )

無処理

発病果率

300%

515%
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